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（３） 運輸部門

① CO2排出状況

運輸部門では、自動車による CO2の排出が大半を占めています。自動車の脱

炭素化として、電動車の導入を進め、その動力源を脱炭素エネルギーでまかなう

こと、また公共交通の利用促進が重要となります。

図表 ６-１３ CO2排出量の推移（運輸部門）

② 取組みの方向性
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運輸の脱炭素化に向けた地盤づくりとして、EV をはじめとする次世代自動車等
への転換を推進するとともに、交通結節機能の強化や IC カード乗車券の導入及
び共通化などによる公共交通の利用促進を図ります。

 また、MaaS などの新たな移動システムの社会実装を見据えた取組みを進めま
す。
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